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仙台市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について 

まちづくり政策局 

１．概要 

  本市では、国が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成 26（2014）年 12月 27 日閣議決

定）などを踏まえ、平成 28（2016）年３月に「仙台市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定した。 

「仙台市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、本市の将来人口推計を含む人口ビジョンと基本目

標を掲げる総合戦略で構成され、人口ビジョンでは、令和２（2020）年頃には本市の人口がピークを

迎え、人口減少局面に移行するとの見通しを示し、また、総合戦略においては、「起業・創業」「交流

人口の拡大」「若者の定住・移住」「若い世代の結婚、出産、子育ての希望実現」「安心して快適に暮ら

せるまちづくり」の５つを基本目標として掲げ、目標達成に向けた基本的な方向や主な施策などを定

めている。 

これらの基本目標や主な施策については、それぞれ数値目標や KPI（重要業績評価指標）を設定して

おり、毎年、これらの客観的な指標により進捗状況等を評価し、効果を検証するとともに仙台市経営

戦略会議に報告し、公表することとしている。 

 

２．総合戦略の計画期間：平成 27（2015）年度から令和２（2020）年度まで 

 

３．令和元（2019）年度末時点での進捗状況 

 ※平成 31（2019）年３月に総合戦略を改訂し、数値目標の再設定及び令和２（2020）年度までの延長

を行っている。 

（１）５つの基本目標と対応する数値目標の状況 

令和元（2019）年度末時点の達成状況は次の表のとおりである。 
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（２）国の交付金を活用した事業の達成状況 

  本市の総合戦略における事業のうち、地方創生に関する国の交付金（地方創生推進交付金）を活用

して実施した事業及び令和元（2019）年度末時点の達成状況は次の表のとおりである。 
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（３）達成状況について 

上記（１）については、令和元年（2019）度末においてはおおむね順調に推移していると考えられ、

令和２（2020）年度も引き続き目標の達成に向け事業に取り組むところである。 

上記（２）については、新型コロナウイルス感染症による影響などにより一部目標に満たない事業

もある一方で、大幅に目標を上回る事業もあった。目標に満たない事業については、原因等の把握に

努め、改善していく。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、予定していた事業の実施が不透明な状況ではあるものの、

国の交付金を受ける事業、受けずに進める事業ともに、引き続き、本市の総合戦略に掲げる基本目標

の達成に向けた取り組みを実施していく。 


